
nformationI 暮らしの情報 暮らしの情報 すてきな作品をお待ちしています！

（企画広報課）

みんなでつくるみんなのページ

みんなで

妻
に
言
う　
「
電
車
の
中
で　

ヒ
ゲ
剃
る
な
！
」

雪
の
せ
て　

青
空
仰
ぐ　

花
水
木

春
を
待
つ　

伊
吹
残
硝　

湖
に
浮
か
び

値
引
札　

ば
か
り
の
物
を　

買
う
て
ま
す

探
梅
に　

鶯
う
ぐ
い
す

誘
う　

今
で
し
ょ

忘
れ
物　

取
り
に
行
く
の
を　

ま
た
忘
れ

冬
休
み　

こ
た
つ
で
犬
と　

丸
く
な
る

大
晦
日　

除
夜
の
鐘
が　

子
守
唄

ご
馳
走
で　

年
末
年
始　

満
腹
に

今
年
こ
そ　

気
合
を
入
れ
て　

ダ
イ
エ
ッ
ト

命い
の
ち
め芽
が　

春
の
足
音　

伝
え
や
る

ひ
と
ひ
ら
の　

雪
に
人
生　

な
ぞ
ら
え
る

陽
に
照
ら
さ
れ　

ツ
ラ
ラ
の
し
ず
く　

虹
の
よ
う

幸
せ
が　

ふ
く
ら
ん
で
く
る　

日
向
ぼ
こ

最
北
の　

宗そ
う
や
み
さ
き

谷
岬
へ　

感
動
し

お
お
寒
い　

夏
の
暑
さ
が　

う
ら
め
し
い

孫
き
て
も　

話
し
合
わ
な
い　

ス
マ
ホ
な
ど

銀
世
界　

雪
の
白
さ
に　

た
だ
祈
る

朝
の
窓　

あ
け
れ
ば
外
は　

銀
世
界

初
夢
は　

ジ
ャ
ン
ボ
当
た
り　

２
億
円

春
き
た
り　

分
水
嶺
の　

時
代
到
来

よ
い
春
だ　

う
ま
く
い
く
よ
に　

神
だ
の
み

久
し
ぶ
り　

楊よ
う

梅ば
い

の
滝　

な
が
め
る
る

酒さ
な
み
じ

波
寺
の　

櫻さ
く
らは
一ひ
と
え重　

エ
ド
ヒ
ガ
ン

幸し
あ
わ
せ福
の　

土
台
作
り
は　

亡
き
夫

窓
越
し
に　

猿
さ
ん
よ
う
こ
そ　

今こ
ん

日に
ち

わ

年
新
た　

新
た
な
皺
の　

ど
っ
と
増
え

初
詣
で　

今
年
の
運
勢　

吉
と
出
る

雪
ど
け
に　

そ
っ
と
顔
だ
す　

ふ
き
の
と
う

ま
わ
り
年　

後
ひ
と
廻
り　

生
け
る
か
な
ァ

年
あ
け
て　

元
気
を
い
の
る　

ぼ
つ
ぼ
つ
と

盆
梅
展　

不
老
知
ら
ず
の　

さ
ざ
れ
石

元
旦
は　

女
房
濃
い
め
に　

口べ

紅に

を
引
き

卒
寿
ま
で　

花
も
嵐
も　

な
つ
か
し
く

ス
キ
ー
船　

船
着
き
桟
橋　

杭
あ
ら
わ

正
月
や　

七
草
祝
い
し　

元
気
ず
く

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

西
山　
　
凛
（
マ
・
高
木
浜
）

西
山　
偲
蓮
（
マ
・
高
木
浜
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

洞
山
千
代
江
（
今
・
南
新
保
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

上
田
幸
次
郎
（
マ
・
浦
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

石
田　
瑛
子
（
新
・
深
溝
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

山
田　
　
薫
（
安
・
北
船
木
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
）

冬
帽
子　

か
ぶ
っ
て
か
く
す　

み
だ
れ
髪

あ
わ
う
み
に　

架
け
た
虹
に　

神
渡
る

孫
が
来
て　

帰
っ
た
後
の　

侘わ
び

し
さ
よ

年
始
で
は　

親
戚
揃
い　

笑
顔
も
そ
ろ
い

初
春
や　

ビ
リ
ケ
ン
さ
ん
に　

幸さ
ち

願
う

い
つ
の
日
も　

歌
が
心
を　

和
ま
せ
る

奉
仕
す
る　

我
癒
さ
れ
し　

笑
顔
多
々

そ
れ
な
り
に　

想
う
人
待
つ　

老
人
会

寒
気
団　

去
り
て
安
ど
の　

春
を
待
つ

ひ
な
祭
り　

歳
を
と
っ
て
も　

気
は
乙
女

寝
正
月　

老
猫
友
に　

ご
ろ
ご
ろ
と

遠
い
日
の　

思
い
出
巡
る　

雪
だ
る
ま

窓
辺
か
ら　

灯
り
に
安ホ
ッ
ト心　

お
や
す
み
と

冴
え
わ
た
る　

湖う
み

と
伊
吹
と　

満
月
と

笑
っ
た
よ　

み
ん
な
よ
ろ
こ
ぶ　

は
つ
ひ
ま
ご

腰
曲
げ
て　

湯
浴
の
メ
ン
バ
ー　

古
希
半
ば

さ
く
ら
か
な　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト　

き
ら
め
く
や

お
み
く
じ
を　

結
ぶ
老ろ
う

の　

二
人
づ
れ

初
春
に　

親
子
に
ぎ
や
か　

鍋
囲
む

贄に
え

の
枝　

忘
れ
て
鵙も
ず

の　

思
案
顔

肌
寒
き　

湯
呑
両
手
で　

包
み
お
り

年
金
は　

歳
経
る
ご
と
に　

減
っ
て
行
く

ク
ラ
ス
会　

年
は
と
っ
て
も　

同
級
生

春
の
雪　

三
月
三
日
の　

桜
田
門

頂
き
し　

上
ば
き
心
の
中　

ま
で
ぬ
く
し

日
の
丸
に　

注し
め
な
わ

連
縄
ち
ら
ほ
ら　

お
正
月

待
ち
遠
し
い　

春
に
は
曾ひ

孫　

抱
け
そ
う
な

街
の
孫　

雪
は
ま
だ
か
と　

問
い
合
わ
せ

癒
さ
れ
る　

看ナ

ー

ス
護
師
の
笑
顔
は　

天
使
か
な

如き
さ
ら
ぎ月
に　

堅
く
結
ん
だ　

梅
つ
ぼ
み

雪
が
降
り　

マ
キ
ノ
の
郷さ
と

は　

白
化
粧

初
釜
に　

夫
座
り
来
て　

仏ぶ
っ
し
ゅ
か
ん

手
柑

ゆ
っ
く
り
と　

歩
い
て
こ
そ
の　

見
え
る
も
の

庇か
ば

う
情
に　

絞
っ
た
嘘
は　

知
恵
袋

カ
ロ
リ
ー
は　

制
限
さ
れ
ど　

ご
ち
そ
う
さ
ん

曾ま

ご孫
抱
き
て　

自
然
と
流
る
る　

童
謡
歌

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

髙
橋　
教
子
（
マ
・
沢
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

太
田　
和
美
（
マ
・
蛭
口
）

桂
田　
和
子
（
今
・
今
津
）

鞍
田　
作
枝
（
新
・
饗
庭
）

細
野
紀
代
子
（
マ
・
白
谷
）

八
田
富
美
子
（
新
・
旭
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

粂　
　
洋
一
（
新
・
太
田
）

井
口　
み
よ
（
高
・
高
島
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

閑
社　
茂
夫
（
マ
・
中
庄
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

平
井　
真
造
（
安
・
上
古
賀
）

髙
橋　
久
一
（
新
・
藁
園
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

ホームページ
■4 月掲載分締切　３月 10 日（月）
■掲載料　１か月 10,000 円

「高島みてねっと！
…ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌
■ 5 月号締切　３月 25 日（火）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28 ｍｍ× 85mm）

財
政
課
　
（
２
５
）
８
１
１
１

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、当
分
の
間
、

市
の
公
債
権
の
延
滞
金
の
利
率
を
次
の
と

お
り
見
直
し
ま
す
。

　
《
も
し
納
期
限
内
に

　
　
　
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
ら
…
》

　
市
の
公
債
権
を
、
も
し
納
期
限
内
に
納

付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
納
期
限
の
翌
日

か
ら
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の
公

平
性
を
保
ち
、
納
期
内
納
付
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
市
の
債
権
と
は

　
市
の
債
権
は
、
市
税
お
よ
び
公
債
権
、

私
債
権
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

《
市
税
お
よ
び
公
債
権
》

　
行
政
庁
の
処
分
に
よ
り
発
生
す
る
債
権

で
す
。
次
の
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

○
強
制
徴
収
公
債
権

　
（
市
税
、
国
保
税
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
公
共
下
水

道
使
用
料
等
）

　
法
令
の
根
拠
規
定
に
よ
り
、
市
が
滞
納

処
分
を
行
え
る
債
権
で
す
。

○
非
強
制
徴
収
公
債
権

　
（
農
業
集
落
排
水
使
用
料
、
林
業
集
落

排
水
使
用
料
等
）

　
法
令
の
根
拠
規
定
が
な
い
た
め
、
滞
納

処
分
が
行
え
な
い
債
権
で
す
。

　
よ
っ
て
、
市
は
支
払
督
促
や
訴
え
の
提

起
等
を
通
じ
て
強
制
執
行
を
行
い
ま
す
。

《
私
債
権
》

　（
上
下
水
道
使
用
料
、
学
校
給
食
費
負

担
金
、
住
宅
使
用
料
、
市
民
病
院
診

※延滞金の利率は、他の法令や契約において特別の定
めがある場合、本表の利率とは異なる場合があります。

《見直し後》
　（当分の間）

　
　
療
費
等
）

　
契
約
な
ど
の
当
事
者
間
の
合
意
に
基
づ

き
発
生
す
る
債
権
で
す
。

　
滞
納
処
分
が
行
え
な
い
の
で
、
市
は
支

払
督
促
や
訴
え
の
提
起
等
を
通
じ
て
強
制

執
行
を
行
い
ま
す
。

　
「
美
し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会
」
で
は
、

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
海
津
大
崎

の
桜
並
木
で
ク
リ
ー
ン
作
戦（
ゴ
ミ
拾
い
）

を
実
施
し
ま
す
。

　
訪
れ
る
方
々
に
、
よ
り
美
し
く
、
よ
り

気
持
ち
よ
く
桜
並
木
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
活
動
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
３
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
か
ら
２
時
間
程
度

▼
集
合
場
所　
旦
過
園
地

　
　
　
（
マ
キ
ノ
町
海
津
・
大
崎
並
木
口
）

※
積
雪
が
多
い
場
合
、
７
時
に
雨
・
風
・

雷
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
は

中
止
し
ま
す
。

「
美
し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会
」

　
　
　
代
表
事
務
局　
マ
キ
ノ
支
所

　

（
２
７
）
１
１
２
１

（例）貸出約定平均金利の
　　  年平均が１％の場合、
　　１＋１＋７．３＝９．３％
　　になります。

お
知
ら
せ

債権種別
公債権

強制徴収
公債権

非強制徴収
公債権

発　生 公法上の原因（不服申立可）

督　促 時効中断（不服申立可）
時　効 ２年または５年

滞納により発生 《見直し前》
延滞金（年１４. ６%)

滞納債権の
回収方法 滞納処分

支払督促や訴え
の提起等を通じ
て、強制執行

延滞金

  特例基準割合
「貸出約定平均金利＋１％」

＋７．３％

市
の
公
債
権
（
市
税
等
）
の

延
滞
金
の
利
率
を
見
直
し

海
津
大
崎
の
桜
並
木
ク
リ
ー
ン

作
戦
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

有  

料  

広  

告

27 2014. ３月号

特許、意匠、商標のことなら、
弁理士にご相談ください。

ちょっとしたアイディアでも有効な権利になる場合があります。

森本特許商標事務所 弁理士　森本  啓嗣

☎ 0740-32-4913、080-2403-3586高島市安曇川町青柳 1083-3
（日本弁理士会　登録番号 :18917）

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添えて投稿してください。（市民対象）
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地　高島市企画広報課あて
　　　　　　メール→　koho@city.takashima.shiga.jp

▼次回締切　３月 25 日（火）必着（掲載は５月号）
★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

紙ごみ減量標語応募作品 「包装紙　きれいに剥がして　再利用」横井いづみ（安曇川） 262014. ３月号


